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2185・6

東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察 

㊥

本
会
正
副
会
長

地
域
産
業
再
生・創
出
で
復
興
進
む

相
馬
市

消
防
団 

市
民
の
命
救
う

立谷相馬市長

東
日
本
大
震
災
の
発
災
時
、

福
島
県
の
浜
通
り
（
沿
岸

部
）
に
位
置
す
る
相
馬
市
で

は
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
。

約
１
時
間
後
に
は
堤
防
も
乗

り
越
え
る
高
さ
９・３
㍍
を

超
え
る
大
津
波
が
街
を
襲
い
、

４
５
８
人
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
た
。

相
馬
市
を
視
察
し
た
正
副

消
防
団
員
の
想
い

消
防
団
員
の
想
い  

復
興
へ

復
興
へ

立
谷
市
長
は
、
震
災
当
時

の
経
験
や
多
く
の
市
民
た
ち

を
救
っ
た
消
防
団
の
懸
命
な

救
助
・
救
援
活
動
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
語
っ
た
。

発
災
当
時
、
市
役
所
に
登

庁
し
て
い
た
立
谷
市
長
は
揺

れ
が
収
ま
る
と
す
ぐ
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
。
市
内
の

消
防
団
に
▽
内
陸
部
の
団
は

倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ

て
い
る
人
を
探
し
、
救
助
す

る
▽
沿
岸
部
の
団
は
津
波
被

害
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

住
民
を
高
台
に
避
難
さ
せ
る

―
こ
と
を
指
示
し
た
。

市
内
内
陸
部
の
建
物
倒
壊

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
約

５
４
０
０
人
が
居
住
す
る
沿

岸
部
に
津
波
が
迫
っ
て
き
て

い
た
た
め
、
当
時
消
防
団
の

第
３
分
団
長
を
務
め
た
立
谷

耕
一
相
馬
市
議
会
副
議
長
ら

市
内
の
消
防
団
員
た
ち
は
住

民
の
避
難
の
誘
導
に
動
い
た
。

し
か
し
、
当
時
の
相
馬
市

で
は
明
治
時
代
以
降
に
津
波

に
よ
る
人
的
被
害
が
な
く
、

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
災

害
対
策
計
画
も
明
治
以
降
の

記
録
に
よ
る
も
の
。
こ
の
た

め
、
津
波
被
害
に
対
す
る
意

識
が
薄
く
、
避
難
行
動
に
移

れ
な
い
高
齢
者
の
姿
も
あ
っ

た
。事
態
が
緊
迫
す
る
中
、消

防
団
員
ら
が
必
死
の
救
助
活

ロシアによるウクライナ侵攻について
２月２４日、ロシアはウクライナへの軍事侵攻を行

った。
このことは、国際社会ひいては我が国の平和

と秩序、安全を脅かし、明らかに国連憲章に違
反する行為であり、断じて容認できない。
ここに我が国の地方自治体を代表して、ロシ
ア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗議す
るとともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシ
ア軍を即時に完全かつ無条件で撤退させるよう、
国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。
また、政府においては、邦人の確実な保護や
我が国への影響対策について万全を尽くしてい
ただきたい。

令和４年（２０２２年）２月２５日

地方六団体
全国知事会会長　　　　　　　平井伸治
全国都道府県議会議長会会長　柴田正敏
全国市長会会長　　　　　　　立谷秀清
全国市議会議長会会長　　　　清水富雄
全国町村会会長　　　　　　　荒木泰臣
全国町村議会議長会会長　　　南雲　正

会
長
は
、
震
災
当
時
に
災
害

対
応
の
指
揮
を
執
っ
た
立
谷

秀
清
相
馬
市
長
（
全
国
市
長

会
会
長
）
を
表
敬
訪
問
。
立

谷
市
長
、
石
橋
浩
人
相
馬
市

議
会
議
長
ら
か
ら
東
日
本
大

震
災
当
時
の
救
助
活
動
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。

地
方
六
団
体
は
２

月
25
日
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
受
け
、
共
同
声

明
を
発
表
し
た
。

声
明
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
侵
攻
に
抗
議

し
軍
の
撤
退
を
強
く

求
め
、
ま
た
、
日
本

政
府
に
対
し
て
邦
人

の
確
実
な
保
護
や
我

が
国
へ
の
影
響
対
策

に
つ
い
て
要
望
し
て

い
る
。

地方六団体 ロシアへ抗議地方六団体 ロシアへ抗議

【
２
面
へ
続
く
】

本
紙
で
は
前
号
に
続
き
、
本
会
正
副
会
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
視
察
（
相

馬
市・南
相
馬
市
）
の
模
様
を
お
伝
え
す
る
。
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浜の駅松川浦（相馬市）での視察の模様

慰
霊
碑
へ
献
花

慰
霊
碑
へ
献
花

動
を
行
い
、
多
く
の
被
災
者

の
命
を
救
え
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
避
難
場
所
の
高
台

か
ら
遠
く
の
地
区
を
担
当
し

た
消
防
団
員
10
人
が
津
波
の

犠
牲
と
な
っ
た
。

石
橋
相
馬
市
議
会
議
長
の

当
時
の
後
援
会
幹
部
も
殉

職
し
た
消
防
団
員
の
一
人

で
、
議
長
本
人
も
首
ま
で
浸

か
る
ほ
ど
の
津
波
に
見
舞
わ

れ
た
と
い
う
。
震
災
を
振
り

返
っ
た
石
橋
議
長
は
「
大
変

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
震
災
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、

被
災
当
時
の
記
憶
を
ま
だ
昨

相
馬
市
役
所
を
後
に
し
た

視
察
団
は
同
市
伝
承
鎮
魂
祈

念
館
を
訪
れ
、
慰
霊
碑
に
献

花
し
、
震
災
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
々
を
悼
み
、
黙
と
う
を

捧
げ
た
。
祈
念
館
で
は
震
災

当
時
の
映
像
が
流
れ
、
復
興

支
援
員
に
よ
る
経
験
談
に
耳

を
傾
け
、
復
興
へ
の
想
い
を

深
め
た
。

そ
の
後
、
震
災
前
は
国

内
で
も
有
数
の
良
港
と
し
て

栄
え
た
松
川
浦
漁
港
に
建
て

ら
れ
た
相
馬
復
興
市
民
市
場

「
浜
の
駅
松
川
浦
」を
訪
れ
た
。

浜
通
り
の
漁
業
は
震
災
や

原
発
事
故
等
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
漁
獲
量
は
今

な
お
震
災
前
の
３
割
台
に
と

ど
ま
り
復
興
途
上
に
あ
る
。

本
格
操
業
に
向
け
て
風
評
の

払
拭
、
漁
獲
量
回
復
な
ど
地

域
産
業
の
復
興
、
そ
し
て
地

産
地
消
の
推
進
を
目
指
し
て

い
る
中
で
整
備
さ
れ
た
の
が

浜
の
駅
松
川
浦
だ
。

松
川
浦
漁
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
ヒ
ラ
メ
や
カ

慰霊碑（相馬市）へ献花する正副会長

南
相
馬
市

遊
び
場
・
新
産
業
で
復
興

南
相
馬
市
で
は
東
日
本
大

震
災
の
地
震
・
津
波
等
に
よ

り
１
１
５
６
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、
市
内
の
農
地
の
約

３
割
が
消
失
す
る
な
ど
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
に
よ
り
市
内
の

一
部
が
避
難
指
示
区
域
に
指

定
さ
れ
、
現
在
は
ほ
ぼ
全
域

が
解
除
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

住
民
の
帰
還
が
３
割
程
度
し

日
の
よ
う
に
思
い
出
せ
る
」

と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

立
谷
市
長
は
、
犠
牲
に

な
っ
た
消
防
団
員
た
ち
に
つ

い
て
「
す
ま
な
い
事
を
し
た

と
思
う
。
し
か
し
、
彼
ら
が

頑
張
っ
て
く
れ
た
か
ら
多
く

の
命
が
救
わ
れ
た
」
と
思
い

を
語
っ
た
。
市
長
は
現
在
、

殉
職
し
た
消
防
団
員
の
残
さ

れ
た
子
供
達
の
た
め
に
寄
付

金
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
い

う
。市

長
は
結
び

に
「
相
馬
市
で
は
、

皆
が
消
防
団
員
た

ち
の
気
持
ち
を
受

け
て
、
10
年
間
復

興
に
邁
進
し
て
き

た
」
と
復
興
に
か

け
て
き
た
思
い
を

述
べ
た
。

■

■

■

福島市
　◎

南相馬市
相馬市

福島第一
原子力発電所

福島県

栃木県

茨城県
群馬県

新潟県
山形県

宮城県

石橋相馬市議会議長

【
１
面
か
ら
続
く
】

中川南相馬市議会議長

か
進
ん
で
い
な
い
な
ど
未
だ

復
興
は
道
半
ば
に
あ
る
。

正
副
会
長
は
、
小
高
区
子

ど
も
の
遊
び
場
「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

パ
ー
ク
」
と
福
島
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を
訪
れ
、

被
災
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
、

新
産
業
の
創
造
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

市
で
の
視
察
に
先
立
ち
、

中
川
庄
一
南
相
馬
市
議
会
議

レ
イ
な
ど
「
常
磐
も
の
」
の

魚
介
類
や
市
内
・
県
内
各
地

の
果
物
や
野
菜
、
地
域
名
産

の
菓
子
や
工
芸
品
な
ど
を
販

売
し
て
お
り
、
新
鮮
な
地
場

産
食
材
な
ど
、
相
馬
な
ら
で

は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、

地
元
の
人
や
観
光
客
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

•
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•
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•
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子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

南
相
馬
市
小
高
区
子
ど
も

の
遊
び
場
「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
パ
ー

ク
」
は
、
地
域
の
子
ど
も
の

体
力
向
上
と
健
全
育
成
、
利

用
者
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
を
目
的
に
、
令

和
3
年
４
月

21
日
に
開
所

し
た
屋
内
型

の
施
設
。
利

用
料
は
無
料
。

施
設
は
２

つ
の
建
物
か

ら
な
り
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ

や
ネ
ッ
ト

遊
具
な
ど

「
動
」
の
遊

び
場
と
な
る

A
棟
、
無
印

良
品
を
手
が

長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
津
波

に
よ
っ
て
自
宅
が
全
壊
し
た

自
ら
の
体
験
を
語
り
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
市
内
か
ら
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
た
全
国
の
自
治
体

ＮＩＫＯパーク（南相馬市）での視察の模様

け
る
株
式
会
社
良
品
計
画
と

の
提
携
で
旧
小
高
幼
稚
園
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
整
備

し
た
「
静
」
の
遊
び
場
の
B

棟
が
あ
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
パ
ー
ク
の
周
辺

に
は
小
高
小
学
校
や
認
定
こ

ど
も
園
、
震
災
後
に
2
つ
の

高
校
が
統
合
し
て
創
立
さ
れ

た
小
高
産
業
技
術
高
校
な
ど

が
立
地
し
て
お
り
、
一
連
の

文
教
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

南
相
馬
市
で
は
震
災
以
降
、

子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

パ
ー
ク
以
外
に
も
市
内
５
カ

所
に
遊
び
場
と
な
る
施
設
が

所
在
し
て
い
る
。

南
相
馬
市
以
外
に
も
福
島

県
内
に
は
屋
内
型
の
遊
び
場

を
整
備
し
て
い
る
自
治
体
が

多
く
、
市
民
が
お
互
い
の
自

治
体
の
施
設
を
使
用
可
能
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
パ
ー

ク
で
は
令
和
４
年
１
月
９
日

ま
で
に
約
２
万
５
千
人
が
利

用
す
る
な
ど
、
想
定
を
上
回

る
利
用
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
の
整
備
費
の

一
部
に
は
東
ア
フ
リ
カ
・
ジ

ブ
チ
共
和
国
か
ら
の
震
災
義

援
金
約
１
０
０
０
万
円
が
充

て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
も

あ
り
、
南
相
馬
市
は
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
２
０
２
０
で
ジ
ブ

チ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
務
め

た
。

ロ
ボ
ッ
ト
で
新
産
業
創
出

ロ
ボ
ッ
ト
で
新
産
業
創
出

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日
に
全
面
開
所
し

た
、
陸・海・空
で
活
動
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
実
証
施
設
。

南
相
馬
市
復
興
工
業
団
地
に

位
置
す
る
約
50
㌶
の
敷
地
内

に
、
イ
ン
フ
ラ
や
災
害
現
場

な
ど
実
際
の
使
用
環
境
を
再

現
し
た
設
備
を
擁
す
る
世
界

に
も
類
を
見
な
い
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、「
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」

（
前
号
掲
載
）
に
基
づ
き
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
」、

「
航
空
宇
宙
」
分
野
の
研
究

開
発
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。敷

地
内
は
４
つ
の
エ
リ
ア

に
分
か
れ
て
お
り
（
下
掲
）、

ま
た
、
13
㌔
南
に
離
れ
た
浪

江
町
に
も
滑
走
路
が
整
備
さ

れ
、
南
相
馬
―
浪
江
間
の
ド

ロ
ー
ン
飛
行
訓
練
な
ど
も
可

福島ロボットテストフィールド（南相馬市）でのドローン研究の
視察の模様

に
謝
意
を
示
し
た
。

そ
し
て
、「
こ
の
11
年
間
、

一
歩
一
歩
復
興
し
て
き
た
本

市
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

【
４
面
へ
続
く
】

福島ロボットテストフィールド（南相馬市）全体図
【写真：福島イノベーション・コースト構想推進機構】

無人航空機エリア 滑走路や風洞などでドローンや空飛ぶ
車の試験などを行う

水中水上ロボット
エリア

巨大な水槽や水没した市街地を再現し
た設備で水中ロボットの操縦や救助の
訓練などを行う

インフラ点検
災害対応エリア

市街地や災害現場を再現したフィール
ドで防災訓練やインフラ点検ロボット
の試験などを行う

開発基盤エリア 大学や企業などの研究室が入居する研
究棟を備える
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止
の
た
め
傍
聴
自
粛

な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
、
動
画
配
信
の
形

議
場
コ
ン
サ
ー
ト・子
ど
も
市
会

議
場
コ
ン
サ
ー
ト・子
ど
も
市
会

動
画
公
開

動
画
公
開   

   

――  

名
古
屋
市
会

名
古
屋
市
会

に
６
９
７
件
行
わ
れ
、
地
域

へ
新
た
に
62
の
事
業
者
が
進

出
す
る
な
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
産
業
の
広
が
り
が
生
ま

れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は

ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
競
技
大

会
で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
ロ

ボ
ッ
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２

０
福
島
大
会
」
が
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

で
開
催
。
同
大
会
で
は
南

相
馬
市
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

協
議
会
製
作
の
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍミ

ソ

ラ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」
が
出
場

【
３
面
か
ら
続
く
】

能
だ
。

ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究・

開
発
以
外
で
も
水
没
市
街
地

や
災
害
現
場
を
再
現
し
た
施

設
を
活
用
し
、消
防
訓
練・災

害
対
応
訓
練
な
ど
の
利
用
も

増
加
し
て
い
る
。

浜
通
り
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
心
に
、

国
内
初
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

物
流
実
証
や
自
動
運
転
車
の

行
動
走
行
実
証
な
ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
の
実
証

実
験
が
令
和
３
年
12
月
ま
で

し
、イ
ン
フ
ラ・災
害
対
応
部

門
で
２
位
と
な
る
な
ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
が
地
域
産
業
と

し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ロ
ボ
ッ

ト
・
ド
ロ
ー
ン
の
技
術
基
準

や
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の

制
度
整
備
や
制
度
運
用
に
資

す
る
拠
点
と
な
る
姿
を
目
指

し
、
国
交
省
航
空
局
や
大
学
、

業
界
団
体
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
と

し
た
。

南相馬ロボット産業協議会の災害対応ロボットMISORA
【写真：福島イノベーション・コースト構想推進機構】

研究棟屋上から市街地や化学プラントなどを再現した
「インフラ点検災害対応エリア」を視察

名
古
屋
市
会
は
２
月
１
日
、

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
に
よ
る
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
と
、
過
去
に
行
わ
れ

た
「
な
ご
や
子
ど
も
市
会
」

の
動
画
を
公
開
し
た
。

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
は
例

年
、
議
場
内
に
観
客
を
招
い

て
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

と
な
っ
た
。

「
子
ど
も
市
会
」
は
、例
年

地
域
の
小
学
５・６
年
生
を

議
会
に
招
き
、
市
政
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
8

月
に
３
日
間
開
い
た
。

動
画
は
左
に
掲
載
の
Ｑ
Ｒ 

コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

議場コンサートの模様（提供：名古屋市）

名古屋市会
Youtube

令和４年度 第１回 「市町村議会議員特別セミナー」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミーでは、全国の市区町村議会の議員の皆様を対
象に、自治体が直面している重要課題や時局の話題を取り上げる
宿泊型特別セミナーを毎年開催しております。
今回は、5月9日㈪～ 10日㈫の2日間、最新の情報をもとにそれ

ぞれの分野で活動されている講師の皆様にご講演いただきます。
多くの皆様のご参加をお待ち申し上げております。

◆ 日　　時 令和 4 年 5 月 9 日 ㈪ ～ 5 月 10 日 ㈫
5 月 9 日 ㈪
13:30 ～ 15:00 「地域経済の行方と地方創生」
	 経済ジャーナリスト
	 大正大学表現学部客員教授	 渋谷	和宏	氏

15:15 ～ 16:45 「アフターコロナと SDGs のまちづくり」
	 ㈱ローカルファースト研究所代表取締役	 関	　幸子	氏

５月 10 日 ㈫
9:00 ～ 10:30 「地方議会改革の進め方」
	 大正大学社会共生学部公共政策学科教授	 江藤	俊昭	氏

10:45 ～ 12:15 「『共存』から『共生』へ－ 外国人住民を交えた地域づくり」
	 埼玉県川口市芝園団地自治会事務局長	 岡﨑	広樹	氏

※講義の内容等は一部変更になる場合がございます。

◆ 場　　所 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
 （千葉市美浜区浜田 1 丁目 1 番）
◆ 申込期限 4 月 12 日（火）（定員：120 名）
◆ 申込方法 必ず議会事務局を通してお申し込みください。市町村アカ

デミーのホームページから電子申込みでお申し込みいただ
くか、「特別課程受講申込書」をFAXでお送りください（ID・
パスワードは各自治体の職員研修担当課へお知らせしていま
す）。多くの自治体からご参加いただくため、1団体9名以内
でお願いいたします。申込みは先着順です。定員に達した場
合は、申込期限前でも受け付けを締め切ります。

◆ 参 加 費  10,000 円（宿泊費・食費等を含む）
◆ 決定通知 申込み受理後、決定通知と併せて必要な資料を送付いたします。
◆ お問合せ      ☎ 043-276-3126（研修部）  　FAX 043-276-8484
◆ 担　　当 髙橋、沼尾　ホームページ https://www.jamp.gr.jp/
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本
会
は
２
月
16
日
に
地
方
財
政
委
員
会
、
25
日
に
国
会

対
策
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

地
方
財
政・国
会
対
策
委

地
方
財
政・国
会
対
策
委  

開
催
開
催

要
望
結
果
を
了
承

要
望
結
果
を
了
承

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会橋本国会対策委員長

（川崎市）

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員

長
＝
橋
本
勝
川
崎
市
議
会
議

長
）は
２
月
25
日
、第
１
４
４

回
委
員
会
を
書
面
開
催
し
た
。

要
望
結
果
概
要
で
は
、
要

望
項
目
で
あ
る
①
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

②
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
を
展
望

し
た
地
方
財
政
の
充
実
③
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
④

頻
発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模

災
害
等
か
ら
の
防
災
・
減
災

対
策
及
び
復
旧
・
復
興
対
策

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
八
重
樫
七
郎
北
上
市
議

会
議
長
）
は
２
月
16
日
、
第

１
５
７
回
委
員
会
を
書
面
開

催
。
次
年
度
へ
の
申
し
送
り

事
項
を
決
定
し
、
今
年
度
の

要
望
結
果
概
要
を
了
承
し
た
。

次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
で
は
、
①
地
方
税

財
政
②
地
方
債
計
画
③
地
方

公
営
企
業
④
国
庫
補
助
負
担

金
―
の
４
項
目
に
つ
い
て
決

定
し
た
。

要
望
結
果
概
要
で
は
、
委

員
会
要
望
項
目
の
う
ち
①
地

方
税
財
政
②
地
方
債
計
画
③

地
方
公
営
企
業
―
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
政
府
予
算
の
動

向
な
ど
を
報
告
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

度
政
府
予
算
で
は
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
（
水

準
超
経
費
除
く
）
は
前
年

度
比
２
０
０
億
円
増
の
62
・

０
兆
円
が
確
保
さ
れ
た
。

地
方
交
付
税
総
額
は
、
前

年
度
比
０・６
兆
円
増
の

18
・
１
兆
円
が
確
保
さ
れ
、 

臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年
度

か
ら
３・７
兆
円
抑
制
さ
れ

１・８
兆
円
。法
定
率
の
引
き

上
げ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

固
定
資
産
税
は
、
前
年

度
比
３
５
７
０
億
円
増
の

９
兆
４
１
９
８
億
円
と
な
っ

た
。
本
会
が
終
了
を
求
め
て

き
た
、
負
担
調
整
措
置
等
に

よ
り
税
額
が
増
加
す
る
土
地

を
前
年
度
の
税
額
に
据
え
置

く
特
別
な
措
置
に
つ
い
て
は
、

４
年
度
に
限
り
、
商
業
地
に

係
る
課
税
標
準
額
の
上
昇
幅

を
評
価
額
の
２・５
％（
本
来

は
５
％
）
と
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
、
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
も
同
様
と
さ
れ
た
。
４

年
度
の
市
町
村
税
の
減
収
額

は
４
７
１
億
円
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽

減
措
置
は
、
3
年
12
月
31
日

の
期
限
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給

業
な
ど
に
対
す
る
収
入
金
額

課
税
で
は
、
ガ
ス
供
給
業
の

導
管
部
門
の
法
的
分
離
の
対

象
と
な
る
法
人
等
で
製
造
・

小
売
事
業
に
係
る
課
税
方
式

の
４
割
が
見
直
さ
れ
、
付
加

価
値
割
及
び
資
本
割
が
組
み

入
れ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
法

人
は
、
他
の
一
般
の
事
業
と

同
様
の
課
税
方
式
と
さ
れ
た
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
費
は
対
象
事
業
お
よ

び
事
業
費
が
拡
充
さ
れ
た
上

で
、
事
業
期
間
が
延
長
さ
れ

⑤
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧・復
興
―
に
つ
い
て
、令
和

４
年
度
政
府
予
算
編
成
な
ど

国
の
動
き
を
報
告
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
地
方
議

会
の
位
置
付
け
や
、
議
員
の

職
務
の
法
制
化
な
ど
、
必
要

な
制
度
改
正
等
に
向
け
て
引

き
続
き
要
望
が
必
要
と
し
た
。

②
で
は
、
国
の
地
方
税
財

政
の
動
き
に
つ
い
て
、
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
の
税
額

の
据
置
措
置
な
ど
本
会
の
要

望
に
沿
っ
て
報
告
し
た
（
第

１
５
７
回
地
方
財
政
委
員
会

記
事
参
考
）。

③
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
６
・

８
兆
円
追
加
計
上
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

④
に
つ
い
て
は
、
流
域
治

水
対
策
の
推
進
、
原
形
復
旧

に
と
ど
ま
ら
な
い
改
良
復
旧

の
積
極
的
な
推
進
、
各
種
災

害
か
ら
の
避
難
対
策
の
強
化

な
ど
が
行
わ
れ
る
と
し
た
。

⑤
で
は
、
４
年
度
復
興
庁

予
算
で
住
宅
再
建
・
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
５
０
８
億
円
、

被
災
者
支
援
に
２
７
８
億
円
、

地
域
産
業
の
復
旧
・
復
興
と

し
て
産
業
・
生
業
の
再
生
に

３
４
７
億
円
、
創
造
的
復
興

に
１
５
７
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。
ま
た
、
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
・
再
生
に
つ
い
て

は
４
４
５
２
億
円
が
計
上
さ

れ
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

た
区
域
の
復
興
な
ど
が
推
進

さ
れ
る
と
し
た
。

た
。②

に
つ
い
て
、
一
般
単
独

事
業
債
は
前
年
度
比
２
８
９

億
円
増
の
２
兆
８
０
１
４
億

円
と
な
っ
た
。

起
債
対
象
事
業
は
、
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
、緊
急
防
災・減
災
事
業
債

な
ど
で
対
象
事
業
が
拡
大
さ

れ
た
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

制
度
で
は
５
０
０
０
億
円
が

計
上
さ
れ
、
対
象
事
業
が
拡

充
さ
れ
た
。

過
疎
対
策
事
業
債
は
、
前

年
度
比
２
０
０
億
円
増
の
５

２
０
０
億
円
が
措
置
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
、
4
年
度
の

公
営
企
業
繰
出
金
は
、
前
年

度
比
約
１
３
０
億
円
減
の
約

２
兆
４
３
０
０
億
円
、
公
営

企
業
債
は
、
約
１
７
５
５
億

円
増
の
約
２
兆
６
４
８
２
億

円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
た
。

八重樫地方財政委員長
（北上市）
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令
和
３
年
11
月
か
ら
４
年
１
月
に
全
国
の
市
議

会
で
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報

告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多

い
順
に
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

意
見
書・決
議
　
３
年
11
月
～
４
年
２
月

外
交
・
内
政
課
題

外
交
・
内
政
課
題

対
応
求
め
る

対
応
求
め
る

	 件　　名	 意見書	 決議	
〇北朝鮮による日本人拉致問題の	 35	 ―
　早期解決
〇沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土	 33	 ―
　砂を埋立てに使用しない	
〇コロナ禍による米価下落対策	 28	 ―
〇中華人民共和国による人権侵害	 25	 1
　問題に対する調査及び抗議	 	
〇離島振興法の改正・延長	 22	 ―
〇国の私学助成の拡充	 21	 ―
〇障害者虐待の防止、障害者の養	 17	 ―
　護者に対する支援等に関する法
　律の改正
〇私学助成の拡充	 12	 ―
〇更なる国土強靱化に向けて予算	 10	 ―
　の拡充
〇燃油等の価格高騰対策	 10
　【小計】	 213	 1
〇その他	 352	 58	
【総合計】	 564	 59

※「コロナ禍による米価下落対策」「燃油等の価格
高騰対策」のうち複数を求める意見書をそれぞれ
に計上したため、意見書の合計は小計、総合計の
件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

3 年 11 月から 4 年 2 月に可決した意見書・決議の状況

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

件
数
」
と
は
、
各
市
区
議
会

か
ら
本
会
Ｈ
Ｐ
の
「
議
会
事

務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ

ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
を
集
計
し
た
も
の
で
す

（
一
部
郵
送
分
の
手
集
計
を

含
む
）
。

な
お
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
Ｈ
Ｐ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平

成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、

「
事
務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
５
日
付
の

２
１
８
５
号
は
、
同
月

25
日
付
２
１
８
６
号
と

併
せ
、
合
併
号
と
し
て

発
行
し
ま
し
た
。

拉
致
問
題
の
早
期
解
決

拉
致
問
題
の
早
期
解
決

「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
」
を

求
め
る
意
見
書
が
35
件
で
最

多
と
な
っ
た
。

意
見
書
で
は
、
帰
国
が
実

現
し
た
５
名
を
除
く
12
名
の

政
府
認
定
の
拉
致
被
害
者
や

拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き

な
い
事
案
に
係
る
方
々
に
つ

い
て
詳
細
な
実
態
調
査
や
真

相
究
明
が
行
わ
れ
ず
、
未
だ

に
北
朝
鮮
に
取
り
残
さ
れ
た

ま
ま
に
あ
る
現
状
を
指
摘
。

早
急
に
拉
致
被
害
者
・
特

定
失
踪
者
全
員
の
即
時
帰
国

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
、
▽
拉
致
被
害
者

の
早
期
全
員
帰
国
に
向
け
て

国
が
全
力
で
取
り
組
む
▽
特

定
失
踪
者
な
ど
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で

き
な
い
行
方
不
明
者
の
調

査・事
実
確
認
、拉
致
の
事
実

が
確
認
さ
れ
次
第
の
被
害
者

認
定
、
早
期
帰
国
の
実
現
▽

拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を

沖
縄
戦
戦
没
者
遺
骨

沖
縄
戦
戦
没
者
遺
骨

埋
立
て
に
使
わ
な
い

埋
立
て
に
使
わ
な
い

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等

を
含
む
土
砂
を
埋
め
立
て
に

使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
は
33
件
。

名
護
市
辺
野
古
の
新
基
地

建
設
に
お
け
る
軟
弱
地
盤
改

良
工
事
に
つ
い
て
、
①
悲
惨

な
沖
縄
戦
の
戦
没
者
の
遺
骨

等
を
含
む
土
砂
を
埋
め
立
て

に
使
用
し
な
い
②
「
戦
没
者

の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
日
本

政
府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
を
実
施
す
る

―
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
価
下
落
対
策

米
価
下
落
対
策

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価

下
落
対
策
」
を
求
め
る
意
見

書
は
28
件
。

多
く
の
意
見
書
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
る
需
要
消
失
で
令

和
３
年
産
米
に
は
過
大
な
在

庫
が
生
ま
れ
、
米
価
格
が
暴

落
し
、
農
家
が
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
か
ね
な
い
厳
し
い
現

状
に
直
面
し
て
い
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
米
価
下
落
に

対
す
る
緊
急
措
置
と
し
て
、

①
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減
少
に

よ
る
過
剰
在
庫
を
政
府
が
緊

急
に
買
い
入
れ
、
米
の
需
給

環
境
を
改
善
し
、
米
価
下
落

に
歯
止
め
を
か
け
る
②
政
府

が
買
い
上
げ
た
米
を
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
に
よ
る
生
活
困
難

者
・
学
生
な
ど
へ
の
食
料
支

援
で
活
用
③
国
内
消
費
に
必

要
の
な
い
外
国
産
米
の
輸
入

中
止
も
し
く
は
当
面
、
国
産

米
の
需
給
状
況
に
応
じ
た
輸

入
数
量
調
整
の
実
施
―
な
ど

を
求
め
た
。

中
国
政
府
に
よ
る

中
国
政
府
に
よ
る

人
権
侵
害
に
抗
議

人
権
侵
害
に
抗
議

「
中
華
人
民
共
和
国
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

調
査
及
び
抗
議
」
を
求
め
る

意
見
書・決
議
は
、意
見
書
が

25
件
、
決
議
が
１
件
と
な
っ

た
。中

国
政
府
に
よ
る
新
疆
ウ

イ
グ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
、
内
モ

ン
ゴ
ル
の
各
自
治
区
に
お
け

る
少
数
民
族
へ
の
人
権
弾
圧

に
対
し
、
日
本
政
府
が
強
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
と
連
携
し
て
実
態
調
査

と
人
権
侵
害
の
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
た
。

離

島

振

興

法

離

島

振

興

法

改

正
・
延

長

改

正
・
延

長

離
島
振
興
法
の
改
正
・
延

長
を
求
め
る
意
見
書
は
22
件
。

現
行
の
離
島
振
興
法
が
令

和
４
年
度
末
を
も
っ
て
失
効

す
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
改
正

の
上
、
恒
久
法
化
も
視
野
に

入
れ
て
延
長
す
る
よ
う
求
め

た
。

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
の

推
進
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。


